
女性のキャリアデザイン応援事業 【富山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ２，０２８ 千円

交付金額 １，０１４ 千円

事業番号 ④

女性の職業生活におけるキャリア形成を支援するため、社会に
出る前の学生から結婚・出産等により一旦離職した女性に至るま
で、ライフイベントに応じた切れ目のないキャリア形成支援策を実
施し、女性の就業意欲の向上や就業継続など女性の活躍を支援
する。

（１）働く女子のキャリアデザイン応援講座
   ⇒アンケートでは、「今抱えている悩みの解決に役立ちそう」と

いう感想もあり、将来のキャリアへの不安解消に寄与
（２）キャリアブランク解消講座

 ⇒アンケート回答者１７名中９名が再就職
（３）女性デジタル人材育成導入講座

 ⇒アンケートでは、「基礎から応用まで知識を得られ、これか
ら活用していきたい」という感想もあり、キャリア形成に寄与

女性のキャリア形成を支援するため、引き続きライフイベン
トに応じた効果的な施策を実施する必要がある。

以下の機関・団体と連携し、受講者募集を周知
〇市町村
〇県内の労働関係機関（労働局､職業能力開発協会、

        職業能力開発センター、公共職業安定所）
〇福祉機関（女性相談センター、厚生センター）

県が実施した調査（H29）によると、
①第１子出産を機に女性の常勤者の48.3%が離職
②離職者の26.5%が就業の継続を希望しながら、
仕事と育児の両立が難しいため、離職

⇒多くの女性が依然として就業継続の意思を持ちながら、仕事と
育児の両立が困難などを理由に、結婚・出産を機に離職

項目 現状 R8(目標)

20～40代の女性の
生きがい・希望実感

2.567(R3)※ウェルビーイン

グ指標の「生きがい・希望
実感」(4段階評価)における
20～49歳の女性の平均値

向上



事業の概要

（１）働く女子のキャリアデザイン応援講座
キャリアアップへの意欲を失いやすい若手女性社員を対象に、将来の

キャリアへの不安の解消と、自分の可能性を探ることを目的とした講座を   
実施（2回）
参加者：98名（延べ）

（２）キャリアブランク解消講座
結婚・出産等による離職や産休・育休等、女性特有のキャリアのブラン

ク（空白期間）にある女性の復帰を支援するための講座及びキャリアコン
サルティングを実施（前期：２回、前期キャリアコンサルティング：２回、後
期２回、後期キャリアコンサルティング１回））
参加者：前期 71名（延べ）、前期キャリアコンサルティング ９名（延べ）、

 後期 74名（延べ）、後期キャリアコンサルティング６名（延べ）

（３）女性デジタル人材育成導入講座
女性の職業生活におけるキャリア形成を支援するため、就労に直結す

るデジタルスキルを本格的に習得し、就業獲得を目指そうとする女性を対
象に、導入となる講座を実施
参加者：16名
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